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No. 科目 講義テーマ 講義概要 キーワード 講師

1

化学
( 生物)
( 物理)
( 数学)

数学と 分析化学で解き 明かす生
命現象

確率と 解析

分析技術では、 ちょ っ と し た工夫で隠れた有用な情報を 引き 出し たり 、 分から なかっ
たこ と が解釈でき る場合も あり ます。 分析化学と 数学を 使っ て物理現象から 生命現象
まで様々な現象を 考えてみる授業です。

分析化学
確率統計

データ 解析
イ メ ージング

電気電子専攻

青柳里果　 教授

2 化学
光エネルギーを 使っ た分子の合

成

太陽光を 使っ て電気を つく っ たり 、 熱と し て利用するこ と が実用化さ れていますが、
それ以外にも 多様な利用方法があり ます。 無尽蔵なエネルギー源である太陽光エネル
ギー利用に着目し 、 「 光と は何か」 を 紐解き ながら 、 先端研究を 紹介し ます。

太陽光， 光エネルギー
触媒、 錯体化学、

有機金属化学

学部基礎

稲垣昭子　 教授

3 化学 タ ンパク 質を 化学する
タ ンパク 質は私たちの体の様々な現象を 司る大事な生体分子です。 その機能を 支えて
いるのはタ ンパク 質の「 かたち」 です。 どの様にかたちができ ているのか、 そこ に潜
む「 化学」 を 、 実際にタ ンパク 質の形を 見ながら 紹介し ます。

タ ンパク 質
化学

応用化学専攻

岡本　 亮　 准教授

4 化学
スマート エネルギー社会を

支える電池の化学

リ チウムイ オン電池は、 今や携帯機器だけでなく 、 電気自動車や風力・ 太陽光発電に
よる電力の貯蔵・ 平準化まで益々活躍の場を 拡げています。 そのよう な電池の歴史や
仕組み、 最新電池の動向までわかり 易く 紹介し ます。

電池
エネルギー変換

電気化学
電極材料

応用化学専攻

齋藤守弘　 教授

5 化学
二酸化炭素排出削減に向けた

カ ーボンリ サイ ク ル技術

地球温暖化の原因物質である二酸化炭素を 増やさ ないためには、 化石資源を 使わない
でエネルギーや製品を 作る必要があり ます。 ではどう やっ て作るのでし ょ う か？こ れ
から 必要と なる技術を 皆さ んで考えます。

温暖化抑制
再生可能エネルギー
カ ーボンリ サイ ク ル

応用化学専攻

里川重夫　 教授

6 化学
鏡の国のミ ルク はまずい？

生物に立体化学が大切な理由

分子の３ 次元構造を ほんの少し 変えるだけで、 薬が毒になっ たり 、 甘味が苦味になっ
たり 、 レ モンの香り がオレ ンジの香り になっ たり し ます。 生理活性に重要な立体化学
の世界を パズル感覚で紹介し ます。

立体化学
薬

香料
調味料

応用化学専攻

戸谷希一郎　 教授

7 化学 コ ンク リ ート のリ サイ ク ル
コ ンク リ ート は様々な建造物に使われていますが、 寿命のき たコ ンク リ ート 建造物は
「 がれき 」 になり ます。 こ のよう なコ ンク リ ート の廃棄物を 有効利用する技術、 リ サ
イ ク ル技術について紹介し ます。

材料工学
環境工学

リ サイ ク ル

応用化学専攻

山崎章弘　 教授

8 化学 地球温暖化と エネルギー
地球温暖化は、 現在人類が直面し ている最大の環境問題です。 温暖化問題はエネル
ギー問題でも あると いわれますが、 その仕組みと 、 技術的な解決策について、 研究室
で実際に行っ ている研究を 例に説明し ます。

環境工学
エネルギー
地球温暖化

応用化学専攻

山崎章弘　 教授

9 化学 有機化学で何を 学ぶか
私たちの身のまわり にある医薬品やプラ スチッ ク などの開発や製造に応用さ れている
有機化学と いう 学問を やさ し く 紹介し ます。

有機化学
医薬品

プラ スチッ ク

応用化学専攻

横山明弘　 教授

10 生物 生物学はどこ まで物理学か
生物学と 物理学はかけ離れた学問のよう に思う かも 知れませんが、 実は切っ ても 切れ
ない関係にあり ます。 こ の講義では、 生物学と 物理学が一続き の学問である例を 少し
だけ紹介し ます。

生物学
物理学

応用化学専攻

鈴木誠一　 教授



11 生物
遺伝子の不思議

～こ れも 遺伝子による違い？～

顔などの表面上の違いはも ちろ ん、 表面上ではわから ない様々な違いも 遺伝子の違い
が原因である場合があり ます。 本講義では遺伝子によっ て何が制御さ れているかを 示
すと と も に、 遺伝子と 病気の関連などを 紹介し ます。

病気
医薬品
遺伝子

応用化学専攻
 

久富 寿　 教授

12 生物
“ がん” を 生物学的に

解析し よう

一生のう ち、 ２ 人に１ 人はがんにかかる 時代です。 がんを 正し く 理解し て、 正常細胞
と の違いを 見つけまし ょ う 。 細胞の理解と 遺伝子から 翻訳までの仕組みを から めて、
がんの治療戦略を 解説する講義です。

がん
製薬

遺伝子

応用化学専攻
 

久富 寿　 教授

13 生物 プラ ズマ医療
星々の輝き や夜空を 彩るオーロラ の正体は「 プラ ズマ」 です。 アニメ やマンガにも 登
場し ますが、 近年は、 医療や農業への新し い応用が研究さ れています。 物理と 生物の
境界領域に新たな見識を 与える講義です。

プラ ズマ
生物学

電気電子専攻
 

村上朝之　 教授


